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研究成果の概要：癌治療における放射線療法・化学療法へ期待は極めて大きい。本研究では

Regenerating gene (REG) I が放射線療法・化学療法感受性マーカーとなり得るか、また REG 
I を用いた感受性獲得が可能かを検討とした。食道扁平上皮癌培養細胞を用いた研究で、REG I

αおよびβ遺伝子は放射線療法・化学療法感受性マーカーであった。また REG I を遺伝子導入

させることによって放射線・抗がん剤の感受性を獲得した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 癌治療における放射線療法・化学療法
の進歩はめざましく、社会から寄せられる期
待も極めて大きい。 
 
(2) 信頼性のある放射線療法・化学療法の
感受性マーカーを探し出す事が必要である。 
 
(3) 感受性のない患者に対していかにして
感受性を獲得させるかが課題である。 
 
 

２．研究の目的 
 
(1) Regenerating gene (REG) I が信頼性の
ある放射線療法・化学療法感受性マーカーと
なり得るかを検討することを目的とした。 
 
(2) Regenerating gene (REG) I を用いた放
射線療法・化学療法感受性誘導を目的とした。 
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３．研究の方法 
 
(1) 食道扁平上皮癌培養細胞 TEシリーズを
用い、REG Iαおよびβ遺伝子の発現と放射
線感受性、抗がん剤感受性を検討した。放射
線 → 5,10Gy 照射、抗癌剤 → CDDP 添加と
し、これらを単独、併用施行し感受性試験
（MTT assay）を行った。 
 
 
(2) REG 発現のない食道扁平上皮癌培養細
胞 TE-5,9 に REG Iαおよびβ遺伝子を導入さ
せ、これにより放射線感受性、抗がん剤感受
性が増強されるかを検討した。 
 
 
 
４．研究成果 
 
(1)  CDDP を 1μM 添加したところ REGⅠ発
現陽性細胞 TE-12が陰性細胞と比較して有意
に高い抗がん剤感受性を示した。 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
(2) CDDP10μM を添加したところ、REGI 導
入細胞はコントロール細胞と比較して高い
抗がん剤感受性を示した。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
(3) 5, 10Gy 照射を行ったところ、REGI 導
入細胞はコントロール細胞と比較して高い
放射線感受性を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(4)  放射線 5Gy に抗癌剤 CDDP を各々の濃
度で添加したところ、REGI 導入細胞はコント
ロール細胞と比較して高い感受性を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

(5) REG Iαおよびβ遺伝子導入により細胞
周期を変える事なく、放射線および抗がん剤
感受性を獲得することができた。 
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